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Summary: 細胞内分解系を利用して疾患関連物質の分解を促進する「標的
分解薬」の開発が進んでいる。これらは主に抗がん剤領域で開発されており、他には
抗炎症、パーキンソン病領域などにも応用が広がっている。従来の分解薬の多くは、
プロテアソーム分解を基盤にしている。

2019年、私たちは新たな標的分解薬の手法AUTACsを発表した。これは、オート
ファジー機構に基づく分解薬として初めての報告となった。この開発は、オートファジー
による細胞内侵入細菌認識機構の精査に始まり（2013年）、そこに関わるタンパ
ク質修飾をヒントとして汎用性技術に仕立てている。疾患由来ヒト細胞において、機
能不全ミトコンドリアを除去できる点など、従来の分解薬にない特徴も確認している。

オートファジーを用いる標的分解薬は、AUTACsを皮切りに幾つかの報告が続き、
一部は企業化されたものの、全体としてはまだ初期の開発段階にある。AUTACsも
社会実装に向けて、複数の公的資金の支援を受けて開発中を継続している。この
講演では、オートファジーに関心を持つ聴衆の皆様と、オートファジー基盤の標的分
解薬の可能性や課題について議論したい。
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